
1(1番)
　西村　和子

1 (1) 他自治体で定められているパートナーシップ条例・制度に法的効果が
ないとはどのような理由か

(2) 自分の立場を公にする制度は、当事者にとって利用しづらい、とはど
のような理由か

(3) 性的少数者に対する正しい理解を深めるための教育・啓発はこの間ど
こまで進んだのか

(4) 同性カップルの人権問題は、筑紫野市人権都市宣言に関する条例で保
障されるのか

(5) 人権を保障するためのパートナーシップ条例を急ぎ制定すべきと考え
るがいかがか

2(6番) 1 (1) 筑紫野市鳥獣被害防止計画に示されている有害鳥獣駆除の具体的取組
の進捗状況は

(2) 有害鳥獣の駆除は、駆除する者を強化し、また関係団体が一体となり
対応すべきと考えるが市の見解は

3(3番)
　前田　倫宏

1 (1) ＪＲ二日市駅西側乗降口に係る設計は、市民や利用者の利便性を考慮
した設計になっているのか

(2) ＪＲ二日市駅西側乗降口の開設および駅周辺整備の完成の目処はいつ
なのか

(3) 障がいのある方などが、車の乗降や移動に利用できる停車スペースの
整備が必要と考えるが、本市の見解は

(4) 老朽化したトイレの改修およびオストメイトや乳幼児に対応した整備
が重要と考えるが、本市の見解は

2 (1) 将来的に人口減少が懸念されているが、本市の課題および対策につい
てどのように考えているのか

(2) 自主財源の確保は、企業誘致や人口増が重要であるが、今後どのよう
な施策を考えているのか

(3) 独居高齢者の地域社会との繋がりが大切であるが、今後の支援策をど
のように考えているのか

(4) 出生数は減少傾向であり、県の特定不妊治療費の助成に増額する支援
策が有効だと考えるが、市の見解は

4(9番)
　坂口　勝彦

1 (1) 自転車の小中学校における安全教育の取り組みの現状と課題は

(2) 高齢者の自転車運転事故を減らすための取り組みについてどのように
考えているか

(3) 自転車保険加入の義務化を広く周知するための情報提供の取り組みは

5(7番)
　白石　卓也

1 (1) 休校措置が長期間実施されたが、現在の授業進捗状況はどうか

(2) 夏休みが大幅に短縮されたが、教職員、児童生徒の健康は保たれてい
るか

(3) 心の健康に関して、教職員を含む児童生徒の相談窓口の設置が必要と
考えるが、現状はどうか

(4) 教室等の消毒作業が実施されているが、人員確保はできているか

(5) (1)から(4)における課題は何か

6(2番)
　段下　季一郎

1 (1) ふくおか健康ポイントアプリの広報強化を

(2) 市の健康づくりポイント事業との連携を

2 (1) 事業者へのバリアフリー工事補助事業を実施するべきでは

(2) 省エネ改修サポート事業を実施するべきでは

(3) キッズゾーンやハンプを設置し交通事故対策を進めるべきでは

3 (1) 過去３年間の引きこもりの方からの相談件数は

(2) 当事者団体の広報強化を

(3) 引きこもりの方へのアウトリーチ型の支援を行うべきでは
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7(18番)
　田中　允

1 (1) 「2019年出生率1.36」だが、筑紫野市の出生率はどうなっているのか

(2) 出生率を上げるにはどの様な施策があるのか

(3) 学校教育の中ではどの様な取り組みがなされているのか

2 放課後児童クラブの
費用負担軽減につい
て

(1) 母子家庭や非課税世帯の減額措置についてはどの様になっているのか

3 (1) 市教育委員会は教科担任制について検討したことはあるのか

(2) 筑紫野市の子供達がアプリが作れたり、英語が話せるようになったり
できる強靭な教育を確立すべきでは

(3) 学校選択制を深化させるべきでは

社会変化に対応でき
る子育てについて

少子化対策について
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